
ディボーション質問表 ２月 21 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。   １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。   22 日（月）エステル記 ５章 １．２節でエステルは王の好意を得る事ができました。 ここに至までの彼女の葛藤と挑戦を想像してみてください。 私たちも同じように信仰によって前進するべきことが今週何かあるでしょうか。  ２．エステルの行動の動機とハマンの行動の動機の違いは何ですか。 あなたはハマンのような動機で物事を決定したり、対応したりしている事はないでしょうか。  ３．モルデカイのハマンに対する恐れのなさは特筆物です。 礼儀はわきまえなければなりませんが、必要以上に卑屈になっている事はありませんか。   23 日（火）エステル記 ６章 １．王は眠れない夜に書を読み、そこからモルデカイの功績を発見し、彼に報いを与える決心をしました。 誰かあなたによくしてくれた人、友人で久しく連絡をとっていない人はいませんか？ ２．神の働きを随所に見ることができます。 神のタイミングと神の備えた状況をここから発見してみましょう。  ３．１３節にユダヤ人の特殊性を見ることができますが、私たちも信仰によって同様の祝福を受けています。 あなたの受けた祝福を数えてみましょう。   24 日（水）エステル記 ７章 １．エステルは自分の民族のいのちを助けてくれるように王に願います。 このように国を治める権力者が神に動かされるようにして信仰者達を守るケースが見受けられます。 今日国を治める人々の為に祈りましょう。  ２．モルデカイは自分の準備した柱にかけられ、自分で墓穴を掘ったかたちになりました。 これは悪魔の行動パターンと似ています。 今日それを見破りましょう。 あなたは悪魔によって無駄にこころ騒がされている点がありませんか。   25 日（木）エステル記 ８章 １．エステルにはハマンの家が、モルデカイにはハマンの権力が与えられました。 これによってユダヤ人には保護とともに特権も与えられました。 私たちには神のどんな守りと特権が与えられていますか。 あなた個人にはどうでしょうか。  ２．モルデカイの発布には王の指輪による印が押されました。 わたしたちにはどんな約束が与えられ、印が押されていますか。 思い出し、記してみましょう。  ３．１７節にはユダヤ人の身分を明かしたものが大勢出てきます。 こういう人たちに対してあなたはどう思いますか。   26 日（金）エステル記 ９章１～２２節 １． ユダヤ人達は主な敵、７５,８１０人を殺害します。 またそのうちハマンの子１０人は柱にかけてしまいます。 本来ユダヤ人達が抹殺されるはずのところが一変してしまいました。 神はわたしたちの逆境を一変させる力を持っておられます。 あなたは今の自分の状況にどう対処しているでしょうか？  ２． ２２節のような記念の日をイスラエルは持っていますが、あなたの人生で悲しみが喜びに変わった日はいつですか。 また何か共に喜ぶ習慣がありますか。   27 日（土）エステル記 ９章２３～１０章 １．プリムは運命の祭りとも呼ばれます。 あなたは運命をどのように考えているでしょうか？ ２．モルデカイやエステルの運命への対処の仕方はどうでしたか？ ３．モルデカイとキリストの類似から、職人と指導者の違いを見つけてみましょう。  


